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[bookmark: _Hlk103166844][bookmark: _Toc84334888]進路・キャリアに関する話し合い
ご両親と保護者・介護者の皆様向けの情報
多くの若者にとって、将来の進路・キャリアを選択するためには、じっくり考える時間と調査が必要となります。 
研究によると、子どもは小さい頃から進路・キャリアに関して考えを持ち始めるようになり、6歳という早い年齢から、特定の職業に対して、性差による固定観念が存在することがあるということが明らかになっています。話し合いは、皆様からお子さんに対して、固定観念にとらわれない柔軟な考え方を促し、あらゆる進路・キャリアが開かれており、誰でも魅力的な進路・キャリアを選択できるということを示す重要な機会となります。
多くの若者は、様々な専門家や熟練した職人と会う機会を持つことで、多くのことを得ることができます。職業の世界で活躍するお手本となる幅広い人々と会う機会を持つことで、視野を広げ、固定観念を打破し、多様な将来を切り拓くことができると考えられるようになります。
ご両親と保護者・介護者の皆様、そして教師は、若者が進路・キャリアの目標を形成する上で、重要な役割を果たします。中学校・高校に進学する前にお子さんと進路・キャリアに関する話し合いを始めることで、お子さんが小さいうちから興味・関心を探り、開かれている多くの機会に対して肯定的な考え方を身につける手助けができます。
進路・キャリアに関する話し合いの方法
· お子さんと進路・キャリアに関する話し合いを持つ時間を作ること（Your Career（ユアキャリア）ウェブサイトにあるConversations cards（カンバセーションカード）を使用するのが話し合いの最初の一歩として最適です）
· お子さんの強い将来の希望・夢をサポートし、「夢を打ち砕く」ことがないように注意すること
· お子さんの学んだことを、進路・キャリアや機会に結びつけること
· myfuture ウェブサイトを含む、進路・キャリアの様々な可能性に関する情報を提示すること






	以下の進路・キャリアに関する話し合いのきっかけを利用してみましょう

	あなたが今までに達成したことで、誇りに思っていることは何？
	今まで達成したことの中で、一番達成感を感じたことは何？
	5年後に何をしていると思う？
	今までに見た、または聞いた仕事で興味がある仕事はある？
その仕事のどんなところに興味をそそられたの？

	仕事やボランティア、職業体験からどんなスキルを得られたと思う？
	もし、理想の仕事場が家から離れていたら、どうする？
	もし、何かを学ぶ機会があるとしたら、何を学びたい？
	世界やコミュニティーのどんな問題・課題を解決したい？
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